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2007年度決算サマリー

正味収入保険料

経 常 利 益 *2

当 期 純 利 益

保険引受利益 △ 150 億円

240 億円

130 億円

予想値
（11月予想値）

7,000億円

正味損害率 *1

正味損害率 *1
自賠責
以外 収 支 残 高

62.3 %

△ 58 億円

4.8 %ROE (修正ベース*3 )

注 1) 自然災害による正味支払保険金 : 06年度 230億円（当年度発生150億円）、07年度 86億円（同55億円）、07年度予想（11月予想値） 80億円
2) 有価証券売却損益 : 06年度 470億円、07年度 234億円、07年度予想 242億円
3) ROE (修正ベース) は分母から「その他有価証券評価差額金」を除くベース。

正味事業費率 35.8 %

64.7 %

2006年度 2007年度

△ 140 億円

167 億円

78 億円

6,888 億円

63.1 %

△ 54 億円

2.9 %

34.9 %

65.4 %

＋217 億円

△ 77 億円

△ 55 億円

△144 億円

＋ 0.0 %

＋30 億円

△ 1.8 %

△ 0.6 %

△ 0.1 %

増減

連 結 経 常 利 益

連結ＲＯＥ（修正ベース*3 ）

連 結 当 期 純 利 益

△103 億円

△ 68 億円

240 億円

130 億円

177 億円

89 億円

△2.3 %3.3 % 4.8 %

△ 357 億円

245 億円

134 億円

7,033 億円

63.1 %

△ 85 億円

4.7 %

35.5 %

65.5 %

281 億円

158 億円

5.6 %
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2007年度決算のポイント

未修正

前年度と同様、投資損失引当金のルールを適用し、30％基準で引当
引当金積増額は33億円
前年度は引当初年度であったため、過年度損失分が連単差の要因と

なったが、当年度はそうした影響はない

自然災害は、台風4、5、9号、新潟県中越沖地震 など
これらを含めた当年度の自然災害による損害は計68億円

（正味保険金55億円、支払備金12億円）

第三分野商品の販売ができなかったことや、業務停止処分を理由とし
た入札停止などによる直接的な影響は約７億円（営業成績ベース）

自然災害

当社が保有する
『そんぽ２４ 』株式
に対する投資損失
引当金

株式相場の下落、証券化商品の時価下落により評価損計上
株式45億円、CDOなどの外国証券51億円、合計96億円

有価証券評価損

業務一部停止

前年度は計算方法見直しによる繰入増加（変更初年度）
前年度は207億円繰入だったのに対し、当年度は125億円の繰入ＩＢＮＲ備金
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車両: ＋ 6億円

対人: ＋23億円

人傷: ＋ 8億円

搭傷:△ 18億円

社費総額増減 (含む保険引受以外)

・人件費 △ 14億円
・・・退職金制度改定など

・物件費等 △ 15億円
・・・システム経費の減少など

注1) 元受は△7.0%

注2) 自然災害による支払額（火災・過年度発生分を含む） : △ 130億円 (208億円→78億円)

責任準備金の積増など

増減

増減

増減

+) 正味収入保険料

△ 84億円
(2,852→2,768)

-) 正味事業費
(含む損害調査費)

△52億円
(1,224→1,171)

△31億円
(1,628→1,597)

保険引受社費*4諸手数料・
集金費

△103億円
(4,246→4,142)

△2.4 %

-) 正味支払保険金

△144億円
(7,033→6,888)

△2.1 %

＋13億円
(2,058→2,072)

＋0.6 %

△84億円
(1,043→958)

△8.1 %

△43億円
(3,356→ 3,312)

△1.3%

△16億円
(2,633→2,617)

△0.6 %

自動車 火災*1 左記以外

注4) 保険引受社費＝[損害調査費]＋[営業費及び一般管理費（保険引受部分）]

増減
＋42億円

(△65 →△22 )
増減

＋217億円

(△357→△140)

＋0億円
(1,640→1,640)

＋0.1 %

収支残高 保険引受利益

対前年増減要因分析 (保険引受)

単価：△1.4%
台数：＋0.3%

注3) 傷害＋21億円、自賠責△15億円、など

自動車 火災*２

△117億円
(547→429)

△21.5%

左記以外*3
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ネット
利配収入

保険引受
利益

有価証券売却
損益・評価損益

増減

増減

その他

+) 特別損益 固定資産処分
損益・減損

退職給付制度の
一部終了による損益

増減

増減 増減増減

* 日本興亜生命：△0億円 (0→0) 
* そんぽ２４：△4億円 (△29→△33)

＋217億円

(△357→△140)
△27億円
(292→265)

△312億円
(451→138)

＋45億円
(△141→△95)

△10億円
(0→ △10)

＋16億円
(△21→△5)

＋ 5億円
(△47→△42)

△77億円
(245→167)

△72億円
(197→125)

△55億円
(134→78)

△0 億円
(△27→△27)

△68億円
(158→89)

+) 経常利益

税引前当期純利益

当期純利益 連結 当期純利益連結子会社 当期純利益

対前年増減要因分析 (保険引受以外)

法人税及び住民税（含む調整額）：
＋17億円（△63→△46）

子会社株に対する投資損失
引当金による連単差縮小
△13億円(24→11)

投資損失引当金繰入：
＋25億円 (△55→△29)

金融派生商品損益：
＋34億円（△21→12）
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中計KAKUSHINの最終年度に向けて

事業環境・経済環境の変化
・保険金の不適切な不払い問題
・契約適正化への取組み
・新車販売台数の低迷、住宅着工件数の急減

計画の進捗状況
・規模の拡大ができていない
・事業費率、損害率も高止まり

規模の拡大と事業費の改善の両立

保険引受で継続的に収益を挙げられる企業体質へ変革

正味収入保険料

6,700億円

正味収支残高

20億円（除く自賠責）

2008年度の数値目標
アンダーライティングの強化
支払保険金の適正化
事業費の適正化

当初計画

中計最終年度における計画の見直し
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２００８年度の数値計画

正味収入保険料

経 常 利 益 *2

当 期 純 利 益

保険引受利益

2008年度
（07年11月計画）

正味損害率 *1

正味損害率 *1

自賠責
除く

収 支 残 高

△ 220 億円

220 億円

130 億円

7,000 億円

61.6 %

20 億円

5 %ＲＯＥ（修正ベース*3 ）

注 1) 自然災害による正味支払保険金: 06年度 230億円、07年度 86億円、08年度 130億円
2) 有価証券売却損益 : 06年度 470億円、07年度 234億円、08年度 280億円
3) 修正ROEは分母からその他有価証券評価差額金を除外。

正味事業費率 35.2 %

64.2 %

2007年度

連 結 経 常 利 益

連結ＲＯＥ（修正ベース*3 ）

連 結 当 期 純 利 益

220 億円

130 億円

5 %

2008年度
（今回計画値）

△ 140 億円

230 億円

130 億円

6,700 億円

20 億円

61.8 %

5.1 %

36.0 %

66.3 %

230 億円

130 億円

5.1 %

△ 140 億円

167 億円

78 億円

6,888 億円

63.1 %

△ 54 億円

2.9 %

34.9 %

65.4 %

177 億円

89 億円

3.3 %

2006年度

△ 357 億円

245 億円

134 億円

7,033 億円

63.1 %

△ 85 億円

4.7 %

35.5 %

65.5 %

281 億円

158 億円

5.6 %

正味事業費率 37.1 %37.8 %37.8 %38.3 %
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お客様から選ばれる保険会社になるため、すべての業務プロセスにおいて最高品質
を追求していく「品質向上運動」を展開しています。

フェーズ１
「基本品質」の再確認・徹底

◆ 説明・点検運動による契約の適正化
◆ 適時・適切な保険金支払いの徹底
◆ マナー品質の向上

フェーズ２
「基本品質」の定着
「標準品質」の達成

◆ お客様の声を起点としたPDCA
サイクルの定着

◆ 社員・代理店の意識改革
【主な取組み】
・ 契約手続の簡素化
・ 商品・特約の統廃合
・ 募集ツールのわかりやすさ
・ 事故対応品質基準の明確化 など最高

品質
お客様が深い満足や感動を得られる
商品やサービスのレベル

標準
品質

お客様が不満足を感じることがない商
品やサービスのレベル

基本
品質

お客様が当たり前と考える商品やサー
ビスの水準

最
高
品
質

業 務 品 質 の レ ベ ル

2008年7月～

品質
向上

お客様の
減少防止

新たなお客
様の獲得

安定成長
の実現

品質向上への取組み
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商品・特約の統廃合を推進し、シンプルで分かりやすい商品に

個人向け商品数 約90 約60 （3割減） 約30 （7割減）
（下段は特約数） 約2,260 約1,500 （3割減） 約1,000 （6割減）

絞込前 2008年1月末 将来構想

自動車保険での先行実施事例

品質の向上 わかりやすさの追求 コスト削減

商品開発戦略の一環として、統廃合を推進してきた
将来的に、 さらなる削減を計画

•補償範囲を維持しつつ特約を大幅削減
（45種類→24種類）

•証券不発行（Ｗｅｂで確認）＋キャッシュ
レス契約で保険料を割引

•わかりやすさを追求し、さらに特
約を削減予定
•約款の平易化・明確化

自動車保険カーＢＯＸ（2006年9月） （2008年度）

商品の統廃合
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販売戦略(1)～販売網～

重点取組チャネル

代理店研修生採用増により
中長期的な成長を期待

• 効率的

• 高い成長性

• 当社の強みを発揮
しやすい

生保販売提携

4%

金融機関

6%

ディーラー

9%

中核代理店

24%

企業・物流

26%

SS・整備等

15%

その他

16%

営業成績内訳

(2008年3月末)

代理店数の推移

12,888 13,599 16,497 17,894 18,989 20,992 

52,172 
48,901 

40,371 37,488 

34,920
32,012 

20000

30000

40000

50000

60000

10000

14000

18000

22000

'03年3月末 '04年3月末 '05年3月末 '06年3月末 '07年3月末 '08年3月末

１店当り収保

代理店数

（注）左目盛：１店当り収保（千円、営業成績ベース）、右目盛：年度末の代理店数（店）

大型化・事業化
の推進で効率化
を図っている



2008年度から

窓販委託本格化
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販売戦略(2)～幅広い提携～

金融機関との提携

大手生保との販売提携

営業職員数 ( 07年3月末 )

８,１１６人

営業職員数 ( 07年3月末 )

３１,３６７人

営業職員数 ( 07年3月末 )

１４,１３０人

窓販委託数 ( 08年3月末 )

103行（内、代申13行）

信金・信組 他

信金・信組他
12.7％

地銀・第二地銀
57.0％

都銀・信託
30.3％

窓販委託数 ( 08年3月末 )

７行（内、代申１行）

都銀・信託

窓販委託数 ( 08年3月末 )

58行（内、代申19行）

地銀・第二地銀

［営業成績（2008年3月末）］
439億円

［営業成績（2008年3月末）］

272 億円

2007年12月22日～
金融機関での

窓口販売全面解禁
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損害率

30

40

50

60

70

80

90 自動車
•2005年度以降、支払額が増加
•事故発生件数等は安定

全種目（除く自賠責）
•自然災害の影響はあるが概ね
安定して推移

火災
•2004年度に自然災害多発
•2006年度は台風13号の影響

事故予防の強化

適時・適切な保険金支払体制の強化

良質な契約ポートフォリオを構築

損害率が高止まり傾向となっている

アンダーライティングの強化

事故予防・情報提供サービスの拡充

修理費単価の適正化 など



事業費のさらなる改善
収益拡大施策への資源投下
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事業費

合計

人件費

物件費等
（税金等含む）

諸手数料
及び集金費

2007年度

事業費率
（除く自賠責） 37.8%

2,830億円

789億円

1,171億円

870億円

事業構造の抜本的な改革を進め、事業費を改善

•業務プロセスの
改革推進

•退職金制度改定

•調達コスト見直し

•収益拡大に向け
たｼｽﾃﾑ対応等

•代理店手数料
体系の一部改定

2008年度
（計画値）

安定的な利益確保
持続的な発展

37.8%

2,847億円

817億円

1,162億円

867億円

2007年度の主な削減効果

＜人件費＞
退職金制度の改定により、

△5億円
＜物件費＞
調達コスト削減プロジェクトに

より、 △15億円
※信頼回復のためのコスト負
担増（＋３５億円）を吸収
＜手数料＞
代理店手数料体系の大幅な改
定による削減

計画のポイント

•事業費率は、上記合計の内、保険引受に係る金額を正味収保で割ったもの
•損害調査費用は損害率に含まれる
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資産運用戦略
ポートフォリオの適正化と収益力の強化を推進

その他
その他

オルタナティブ

不動産

円金利資産
円金利資産

外貨債券
外貨債券

国内株式

0

500

1000

1500

2000

積立勘定 一般勘定

政策株式を簿価ベースで1,000億
円削減し、株主資本の範囲内に
（目標2012年度末）
（基点は2006年3月末）

オルタナティブ投資も実施
(アジアを中心とした新興国を含む)

ヘッジファンド投資では、子会社
のゼストAMを活用

•図の円金利資産は円建債券と貸付金の合
計であり、その他には短期資金を含む。

•政策株式には子会社・グループ会社の株
式を含まない。

ＡＬＭを推進し、主として債券に
投資

積立勘定において
はＡＬＭを徹底し、
金利変動リスクを
抑制

単位：10億円
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日本興亜生命

個人保険保有契約高の推移

営業成績のチャネル別構成比（2008年3月末）

0.0 

0.5 

1.0 

1.5 

2.0 

2.5 

3.0 

3.5 

4.0 

'96/3 '97/3 '98/3 '99/3 '00/3 '01/3 '02/3 '03/3 '04/3 '05/3 '06/3 '07/3 '08/3

個人保険 個人年金

Embedded Value

金融機関（６％）
内、委託金融機関本体数：５７店

0

200

400

600

800

'03/3 '04/3 '05/3 '06/3 '07/3 '08/3

保有契約価値

純資産価値 中核代理店（４４％）
生保委託店数： ２,１３６店

その他（５０％）
（企業・研修生など）

８３５億円

単位：兆円

まごころ生命、

パートナー生命
が営業開始

黒字転換
合併により、日本
興亜生命誕生

新収入保障保険発売

個人保険保有契
約高３兆円突破

単位：億円

順調に規模を拡大 2009年度からは連結利益に貢献の見込み
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そんぽ２４

媒介方式により代理店の事務処理負担は軽減される

様々な方法で潜在的顧客にアクセス

インターネットで

電話で

そんぽ２４で加入
してみようかな…

重要事項の説明

契約締結

事故受付

...などを行います

媒介代理店

ＴＶＣＭ

インターネット広告

そんぽ２４が

そんぽ２４のキャラクター：ハナコアラ

そんぽ２４の特徴的なビジネスモデルが武器に

2007年12月22日 金融機関窓口での自動車保険販売解禁

2008年度より金融機関への代理店委託を本格化

そんぽ２４の特徴的なビジネスモデルが武器に
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ソルベンシーマージン総額（‘08年3月末）･･･約 1兆 100 億円※

健全性の状況と株主還元
Dynamic Financial Analysis を活用したリスク量及び資本に関する検証

※ 貸借対照表の純資産の部に、異常危険準備金、価格動準備金（いずれも税引前）などを加算し、その他有価証券
の評価差額を税引前に修正・・・ソルベンシー・マージン比率の分子

健全性を確保した上で、継続的な還元を実施

［還元関連指標］

配当単価
配当性向
総還元性向
純資産配当率:DOE

純資産総還元率

04年度

7.5
42.4%
87.6%
1.1%
2.2%

05年度

7.5
46.0%
118.1%
0.8%
2.0%

06年度

7.5
44.8%
97.0%
0.8%
1.7%

リスク顕在化後の残余資本リスク量
～保険引受リスク、資産運用リスク他～

07年度（予）

7.5
73.6%
553.3%
0.9%
8.0%

純資産総還元率：

（配当＋自己株買入）
÷純資産

純資産に対する

還元の率を表す指標
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執行役員制の導入1999年度

2004年度

役員の任期短縮 (２年→１年)

積極的な態勢整備

役員退職金の廃止と
ストックオプションの導入

(対象：取締役及び執行役員)

取締役 １０名

スリムな経営体制

うち４名が社外取締役

執行役員 ２６名
◆ 迅速な意思決定

◆ 効率的な業務執行

◆ 厳正な監査機能 監査役 ５名 うち３名が社外監査役

コーポレート・ガバナンス

◆ 経営責任の明確化

◆ 透明性の高い経営

◆ 株主との利益共有

2000年度

2006年度 指名・報酬委員会の設置

＜指名・報酬委員会＞
・役員の選任・解任・報酬を審議
・取締役会に助言・勧告
・過半数を社外委員で構成

※2008年6月26日以降予定

コーポレート・ガバナンス
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事業費の改善、損害率の低位安定

収益が確保できる企業体質確立

規模の拡大が可能な環境

競争力の確保

ステークホルダーへの利益還元

新規分野への投資

「お客様」からの信頼、満足の表明

日本興亜ファンの増加
企業価値・株主価値の向上

ＣＳＲの推進

当社の目指す姿

効率的で開発提案型
の営業態勢の構築

業界最高水準の損害
サービス態勢の構築

業務・サービス
の高品質化

国際的に競争力
を持つ企業
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損益の状況
百万円

除く自賠責 除く自賠責 除く自賠責
 保険引受 (+) 正味収入保険料 703,371 599,635 688,892 586,116 △ 14,478 △ 13,519

(-) 正味保険金 424,621 348,061 414,298 339,250 △ 10,322 △ 8,810
(-) 損害調査費・正味事業費 285,292 260,112 276,863 252,304 △ 8,429 △ 7,808

(+) 収支残高 △ 6,542 △ 8,538 △ 2,268 △ 5,439 + 4,274 + 3,099
(-) 支払備金積増額 24,656 25,255 16,856 17,494 △ 7,799 △ 7,761
(-) 責任準備金義務積増額 20,196 11,194 6,768 △ 3,389 △ 13,427 △ 14,584
(-) 異常危険準備金・危険準備金積増額 △ 8,586 △ 8,586 △ 6,453 △ 6,453 + 2,133 + 2,133
(+) その他収支 7,060 654 5,398 △ 950 △ 1,661 △ 1,605

(+) 保険引受利益 :A △ 35,747 △ 35,747 △ 14,042 △ 14,042 + 21,705 + 21,705
(+) 保険引受関連雑収入・雑支出 :B △ 1,254 △ 372 881

 資産運用他 (+) 利息及び配当金収入 56,693 53,009 △ 3,684
(-) 積立保険料等運用益 27,407 26,486 △ 921

(+) 一般利息及び配当金収入 29,286 26,523 △ 2,762
(+) 有価証券売却損益 47,051 23,499 △ 23,551
(-) 有価証券評価損 1,889 9,617 + 7,727
(+) 有価証券償還損益 417 1,335 + 918
(+) 金銭信託運用損益 287 △ 1,839 △ 2,126
(+) 金融派生商品損益 △ 2,162 1,239 + 3,402
(+) その他資産運用損益

* △ 5,216 △ 4,634 + 582
(+) 資産運用損益 :C 67,772 36,506 △ 31,266
(-) 投資経費等 (保険引受以外の一般管理費) :D 6,354 6,226 △ 128
(+) その他経常損益 :E 122 903 + 781

 経常利益 (A+B+C-D+E) :P 24,538 16,769 △ 7,769
(+) 特別損益 :F △ 4,757 △ 4,256 + 501
(-) 法人税・住民税（含調整額） :G 6,355 4,635 △ 1,719

 当期純利益 (P+F-G) 13,425 7,877 △ 5,548

 当期純利益 (連結) 15,872 8,991 △ 6,881
注) その他資産運用損益…[為替差損益]-[投資損失引当金繰入額]+[その他運用損益]

増減2007/3 2008/3
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収入保険料
■種目別正味収入保険料 百万円

2007/3 2008/3 増減 (主な増減収要因)

△ 8,470 元受正味 (一般) △69億円、同 (積立) △13億円、地震△6億円

△ 8.1% 受再保険料 △1億円、出再保険料 △6億円

△ 47 → 船舶 微減、積荷 微増

△ 0.2%

△ 2,986 → 一般△25億円、積立 △4億円（うち年金△2億円）

△ 5.0%

△ 4,341 → 台数増減: ノンフリート △0.6%、フリート ＋4.5%、合計 ＋0.3%

△ 1.3% 単価増減*1: ノンフリート △1.3%、フリート △1.6%、合計 △1.4%

△ 959 注1) 自動車単価は営業成績ベース

△ 0.9%

+ 2,328 → 動総＋10億円、賠責＋7億円、労災＋5億円、機械・組立＋2億円

+ 2.9% 建設工事＋△3億円、盗難△1億円　など

△ 14,478

△ 2.1%

△ 13,519

△ 2.3%

火災 104,351 95,880 →

19,193

56,306

海上 19,241

傷害 59,293

全種目 703,371 688,892

全種目 (自賠責以外) 599,635 586,116

83,440

331,294

102,776

自動車 335,636

自賠責 103,735

その他 81,112
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支払保険金
■種目別正味支払保険金・損害率 百万円

2007/3 2008/3 増減 (主な増減要因)

54,708 42,967 △ 11,741 → 自然災害 △130億円 （208億円→78億円、前期以前発生分含む）

56.2% 48.8% △ 7.5%

8,108 7,811 △ 296 → 船舶 微減、積荷 △2億円

43.2% 41.8% △ 1.5%

29,090 31,198 + 2,107 → 一般 ＋22億円、積立 微減

54.1% 60.8% + 6.7%

205,899 207,235 + 1,335 → 車両 ＋6億円、対物 △2億円、対人 ＋23億円、人傷 ＋8億円

67.0% 68.4% + 1.5% 搭傷 △18億円、自損△5億円

76,559 75,047 △ 1,512

79.2% 78.5% △ 0.7%

50,254 50,038 △ 215 → 労災＋6億円、航空＋3億円、機械・組立△4億円、

67.2% 65.0% △ 2.2% 保証△2億円、費用利益△3億円　など

424,621 414,298 △ 10,322

65.5% 65.4% △ 0.1%

348,061 339,250 △ 8,810

63.1% 63.1% + 0.0%

自賠責

その他

全種目

全種目 (自賠責以外)

火災

海上

傷害

自動車
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■社費・事業費の状況 百万円
増減額 対正味収保

2007/3 2008/3 2007/3 2008/3 (主な増減要因)
 人件費 88,481 87,011 △ 1,470 12.6% 12.6% → 退職金制度の改定

 物件費等 (含む拠出金・負担金、諸税金) 80,731 78,936 △ 1,794 11.5% 11.5% → システム投資の減少

 社費総額 169,212 165,947 △ 3,265 24.1% 24.1%

同自賠責以外
増減額 対正味収保 金額 対正味 増減額

2007/3 2008/3 2007/3 2008/3 収保
 保険引受社費・・・社費総額のうち保険引受部分 162,857 159,721 △ 3,136 23.2% 23.2% 140,797 24.0% △ 2,404

 諸手数料及び集金費 122,434 117,141 △ 5,293 17.4% 17.0% 111,507 19.0% △ 5,403

 営業費及び一般管理費 (保険引受)*1 126,972 123,349 △ 3,622 18.1% 17.9% 110,036 18.8% △ 2,878

 正味事業費 249,407 240,491 △ 8,915 35.5% 34.9% 221,544 37.8% △ 8,281

 正味事業費＋損害調査費 285,292 276,863 △ 8,429 40.6% 40.2% 252,304 43.0% △ 7,808

注1) 営業費及び一般管理費 (保険引受)＝[保険引受社費]－[損害調査費]

■退職給付債務 百万円 ■退職給付費用に関する事項 百万円
2007/3 2008/3 2007/3 2008/3

(退職給付債務) (△ 136,292) (△ 130,913)  勤務費用 5,046 5,061

(年金資産) (97,126) (91,319)  利息費用 2,413 2,452

(1) 未積立退職給付債務 △ 39,166 △ 39,593  期待運用収益 △ 1,228 △ 1,338

(2) 未認識過去勤務債務 3,716 3,358  過去勤務債務の費用処理額 △ 932 △ 1,510

(3) 未認識数理計算上の差異 △ 6,371 △ 6,762  数理計算上の差異の費用処理額 2,706 2,437

(4) B/S 上の正味負債:(1)-(2)-(3) △ 36,511 △ 36,189 合  計 8,005 7,103

(5) 前払年金費用 --- ---

退職給付引当金: (4)-(5) △ 36,511 △ 36,189

金額

全種目
金額



準備金

2008年5月 投資家・アナリスト説明会 日本興亜損害保険株式会社 27

■保険契約準備金の内訳 百万円

2007/3 2008/3 積増額

支払備金 義務額責準 異常危険 危険準備金 支払備金 義務額責準 異常危険 危険準備金 支払備金 義務額責準 異常危険 危険準備金

火災 30,248 363,268 101,361 --- 28,808 361,900 107,994 --- △ 1,439 △ 1,367 + 6,632 ---

海上 9,690 7,559 17,051 --- 8,440 7,757 17,887 --- △ 1,249 + 198 + 835 ---

傷害 15,918 30,229 32,811 --- 20,995 30,067 30,744 16 + 5,077 △ 161 △ 2,066 16

自動車 124,635 95,661 38,270 --- 138,181 93,354 22,755 --- + 13,545 △ 2,306 △ 15,514 ---

自賠責 27,662 197,554 --- --- 27,024 207,712 --- --- △ 638 + 10,158 --- ---

その他 59,699 80,817 41,200 --- 61,260 81,065 44,844 --- + 1,560 + 248 + 3,643 ---

合  計 267,854 775,089 230,695 --- 284,711 781,858 224,225 16 + 16,856 + 6,768 △ 6,469 16

合  計 (自賠責以外) 240,192 577,535 230,695 --- 257,687 574,145 224,225 16 + 17,494 △ 3,389 △ 6,469 16

長期性資産

B/S上の準備金

■価格変動準備金 百万円

2007/3 2008/3 積増額

価格変動準備金 18,040 20,660 + 2,620

1,112,657

2,118,442

1,016,682

2,022,782

△ 95,975

△ 95,660
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資産運用
■利息及び配当金収入の内訳 百万円 ■資産運用利回り 百万円

2008/3 2008/3
金額 利回り 金額

(前年) (前年) (前年)
預貯金 355 0.47% (0.27%) 預貯金 △ 351 △ 0.47% (0.56%) △ 351 △ 0.47% (0.56%)

コール・ローン 123 0.49% (0.33%) コール・ローン 123 0.49% (0.33%) 123 0.49% (0.33%)

買現先勘定 53 0.57% (0.43%) 買現先勘定 53 0.57% (0.43%) 53 0.57% (0.43%)

買入金銭債権 382 0.99% (0.70%) 買入金銭債権 382 0.99% (0.70%) 310 0.80% (0.70%)

有価証券 44,949 2.38% (2.54%) 金銭の信託 △ 1,839 △ 4.01% (0.48%) △ 1,839 △ 3.72% (0.44%)

貸付金 4,748 2.08% (2.00%) 有価証券 56,324 2.98% (4.64%) △ 238,594 △ 9.07% (1.63%)

土地・建物 1,842 1.52% (1.44%) 貸付金 4,748 2.08% (2.00%) 4,781 2.09% (2.04%)

小  計* 52,455 2.19% (2.25%) 土地・建物 1,842 1.52% (1.44%) 1,842 1.52% (1.44%)

その他 554 金融派生商品 1,239 1,239

合  計 53,009 その他 468 468
注) 小計の利回りは、金銭の信託運用損益のうちの利配 合  計 62,992 2.59% (3.77%) △ 231,964 △ 7.30% (1.54%)

      収入を含めて計算している。

■有価証券利息・配当金の内訳 百万円 ■有価証券売却損益・評価損の内訳 百万円
2008/3 金額 2008/3 売却益 売却損 評価損 差引損益

(前年) (a) (b) (c) (a-b-c)

公社債 12,112 1.17% (1.20%) 公社債 710 4 --- 706

株式 14,735 3.40% (3.00%) 株式 22,765 185 4,511 18,068

外国証券 14,622 3.68% (3.70%) 外国証券 3,638 3,419 5,106 △ 4,886

その他の証券 3,478 12.08% (30.53%) その他の証券 --- 6 --- △ 6

合  計 44,949 2.38% (2.54%) 合  計 27,114 3,614 9,617 13,882

対前年増減 △ 22,461 + 1,089 + 7,727 △ 31,279

利回り

金額 利回り
実現ベース 時価ベース

利回り
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資産査定
■資産査定対象資産 百万円 ■リスク管理債権 百万円

2008/3 非分類 Ⅱ分類 Ⅲ分類 Ⅳ分類 合計 2008/3 債権額

 預貯金 84,247 --- --- --- 84,247   破綻先債権 26

 コールローン 46,000 --- --- --- 46,000   延滞債権 2,254

買現先勘定 5,997 --- --- --- 5,997   ３ヶ月以上延滞債権 2

 買入金銭債権 23,983 --- --- --- 23,983   貸付条件緩和債権 252

 金銭の信託 45,574 --- --- --- 45,574 リスク管理債権合計 2,536

 有価証券 2,268,127 1,397 10,156 9,617 2,289,298 貸付金残高に対する比率 1.2%

 貸付金 207,461 6,822 528 26 214,837 個別引当金 2,159

保険約款貸付 6,818 --- --- --- 6,818 引当率 85.1%

一般貸付 200,643 6,822 528 26 208,019 個別＋一般引当金 2,269

債務者区分あり 200,458 6,822 528 26 207,835 引当率 89.4%

(正常先) (200,377) --- --- --- (200,377) 保全率 95.9%

(要注意先) (81) (5,095) --- --- (5,176) 注）上記保全率は、リスク管理債権の内、担保、

(破綻懸念先) --- (1,514) (522) --- (2,036)      保証、引当金等により保全されている割合。

(実質破綻先) --- (188) (5) (23) (218)

(破綻先) --- (23) --- (2) (26)

債務者区分なし 184 --- --- --- 184

 固定資産 129,880 878 --- 217 130,976

 その他 152,423 1,453 1,381 223 155,481

 合  計 2,963,695 10,551 12,066 10,084 2,996,397

  注) 上記資産査定について

償却・引当前の資産残高を表示しているため、合計が貸借対照表上の額より償却・引当額（9,834百万円）分だけ大きい。

ただし、期中に計上した固定資産の減損損失等（313百万円）は反映している。

なお、第Ⅲ・Ⅳ分類については、全額償却・引当を行っている。
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日本興亜生命
■主要な指標の状況 百万円 ■日本興亜生命の損益の状況 百万円

2007/3 2008/3 増減額 2007/3 2008/3 増減

 保険料等収入 79,796 83,424 + 3,628 (+) 保険料等収入 :a1 79,796 83,424 + 3,628

 資産運用収益 5,689 7,907 + 2,217 (-) 保険金等支払金 :a2 27,640 31,175 + 3,535

 基礎利益 1,885 464 △ 1,421 (-) 事業費 :a3 15,559 15,566 + 7

 経常利益 1,413 1,275 △ 137 (-) 支払備金積増額 :a4 △ 146 421 + 568

 当期利益 31 --- △ 30 (-) 責任準備金積増額 :a5 40,493 42,440 + 1,947
(+) 利息及び配当金収入 :a6 5,663 6,627 + 964

■個人保険契約高の状況 (含む個人年金) 百万円 (+) その他経常収益費用 :a7 △ 27 17 + 44

2007/3 2008/3 増減額  基礎利益 :A 1,885 464 △ 1,421

 保有契約高 3,648,103 3,847,200 + 199,097 (+) 有価証券売却損益 :b1 12 1,148 + 1,136

百万円 (-) 有価証券評価損 :b2 --- --- ---

2007/3 2008/3 増減額 (-) その他キャピタル損益 :b3 --- --- ---

 新規契約高 866,437 614,684 △ 251,752  キャピタル損益 :B 12 1,148 + 1,136
(-) 危険準備金積増額 :c1 485 334 △ 150
(+) その他臨時収益費用 :c2 --- △ 3 △ 3

■ＥＶの状況 （単位：億円）  臨時損益 :C △ 485 △ 338 + 147

2007/3 2008/3 増減額  経常利益 (A+B+C) :P 1,413 1,275 △ 137

年度末EV 776 835 + 59 (+) 特別損益 :D △ 59 △ 69 △ 9

(純資産価値) ( 304) ( 300) (△ 4) (-) 契約者配当準備金繰入額 :E 1,173 1,148 △ 25

(保有契約価値) ( 472) ( 536) (+ 64) (-) 法人税・住民税（含調整額）:F 147 56 △ 91

うち新契約価値 37 29 △ 7  当期利益 (P+D-E-F) 31 --- △ 30
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そんぽ２４
■各種指標の状況 ■損益の状況 百万円

2007/3 2008/3 増減 2007/3 2008/3 増減額

 契約件数 (件) 161,633 172,466 (+) 正味収入保険料 (7,090) (7,458) (+ 368)

 損害率 68.0% 72.9% + 4.9% (-) 正味支払保険金 (4,008) (4,613) (+ 604)

 事業費率 66.8% 65.4% △ 1.4% (-) 損害調査費・正味事業費 (5,545) (5,702) (+ 156)

 ソルベンシー・マージン比率 4,450.2% 3,271.3% △ 1,178.9% (+) 収支残高 :a1 △ 2,463 △ 2,856 △ 393
(-) 支払備金積増額 :a2 420 334 △ 86

(-) 責任準備金積増額 :a3 56 288 + 232

(+) その他収支 :a4 10 12 + 1

(+) 保険引受利益 :A △ 2,929 △ 3,467 △ 537
(+) 資産運用損益 :B 22 99 + 77
(+) その他経常損益 :C △ 37 7 + 44

 経常利益 (A+B+C) :D △ 2,944 △ 3,360 △ 415
(+) 特別損益 :E △ 6 △ 23 △ 17

(-) 法人税・住民税（含調整額） :F 7 10 + 3

 当期利益 (D+E-F) △ 2,958 △ 3,394 △ 436
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今期末予想
■主要数値 単位：億円 ■正味収入保険料 (種目別) 単位：億円

2008/3 2009/3予想 2008/3 2009/3予想

除く自賠責 除く自賠責 金額 増収率 金額 増収率

 正味収入保険料 6,888 5,861 6,700 5,861 火災 958 △ 8.1% 976 + 1.8%

正味損害率 65.4% 63.1% 66.3% 61.8% 海上 191 △ 0.2% 196 + 2.4%

正味事業費率 34.9% 37.8% 36.0% 37.8% 傷害 563 △ 5.0% 538 △ 4.3%

 収支残高 △ 22 △ 54 △ 154 20 自動車 3,312 △ 1.3% 3,317 + 0.1%

 保険引受利益 自賠責 1,027 △ 0.9% 838 △ 18.4%

利息及び配当金収入 その他 834 + 2.9% 831 △ 0.3%

一般利配収入 全種目 6,888 △ 2.1% 6,700 △ 2.7%

 経常利益 全種目(自賠責以外) 5,861 △ 2.3% 5,861 + 0.0%

 当期利益

■社費・事業費 単位：億円 ■正味支払保険金 (種目別) 単位：億円

2008/3 2009/3予想 2008/3 2009/3予想

金額 対正味収保 金額 対正味収保 金額 損害率 金額 損害率

人件費 870 12.6% 867 12.9% 火災 429 48.8% 457 50.8%

物件費等(含む拠出金・負担金、諸税金) 789 11.5% 817 12.2% 海上 78 41.8% 89 46.8%

 社費総額 1,659 24.1% 1,685 25.1% 傷害 311 60.8% 296 60.7%

うち保険引受社費 1,597 23.2% 1,617 24.1% 自動車 2,072 68.4% 1,981 65.6%

自賠責 750 78.5% 761 97.5%

諸手数料及び集金費 1,171 17.0% 1,162 17.3% その他 500 65.0% 488 63.9%

営業費及び一般管理費 (保険引受)* 1,233 17.9% 1,251 18.7% 全種目 4,142 65.4% 4,075 66.3%

 保険引受に係わる事業費 2,404 34.9% 2,413 36.0% 全種目(自賠責以外) 3,392 63.1% 3,314 61.8%

注) 営業費及び一般管理費 (保険引受)＝[保険引受社費]－[損害調査費]

78

△ 140

530

265

167

130

△ 140

497

249

230
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主要指標推移 (1)
■本体 百万円

2000/3 2001/3 2002/3 2003/3 2004/3 2005/3 2006/3 2007/3 2008/3
元受正味保険料 火災 136,199 131,350 129,915 129,360 132,473 131,199 130,141 128,314 119,385
(除く収入積立保険料) 海上 19,510 19,383 18,254 16,783 16,815 17,712 18,887 20,407 20,397

傷害 70,710 67,607 63,864 68,102 64,962 61,464 59,139 58,569 55,540
自動車 356,131 356,930 352,844 349,730 342,561 342,846 337,209 335,323 331,213
自賠責 96,983 98,160 96,544 116,231 115,059 111,258 105,160 105,598 99,471
その他 80,844 82,370 81,218 80,828 82,301 83,709 83,773 85,340 86,831

全種目 760,379 755,803 742,642 761,036 754,174 748,191 734,311 733,554 712,839
全種目 (自賠責以外) 663,396 657,643 646,098 644,805 639,114 636,932 629,151 627,955 613,368

正味収入保険料 火災 119,342 113,052 111,869 113,823 113,802 109,010 106,088 104,351 95,880
海上 16,961 16,927 15,624 15,802 15,880 16,722 17,990 19,241 19,193
傷害 70,603 67,353 63,808 67,044 64,163 61,955 59,756 59,293 56,306
自動車 354,837 357,417 353,531 350,608 343,629 343,828 338,116 335,636 331,294
自賠責 55,630 56,172 55,309 97,745 114,214 112,674 107,218 103,735 102,776
その他 76,483 76,893 75,921 76,209 76,880 78,665 79,148 81,112 83,440

全種目 693,859 687,817 676,065 721,234 728,570 722,858 708,319 703,371 688,892
全種目 (自賠責以外) 638,228 631,644 620,755 623,488 614,355 610,183 601,101 599,635 586,116

正味損害率 火災 42.3% 43.7% 38.1% 36.3% 34.6% 85.5% 46.5% 56.2% 48.8%
海上 55.0% 50.0% 53.3% 45.4% 49.5% 41.2% 48.6% 43.2% 41.8%
傷害 46.2% 49.4% 45.6% 44.6% 42.3% 42.7% 47.2% 54.1% 60.8%
自動車 63.4% 66.4% 64.1% 62.6% 60.2% 62.1% 66.1% 67.0% 68.4%
自賠責 75.3% 77.9% 78.5% 45.7% 48.5% 64.6% 75.8% 79.2% 78.5%
その他 69.0% 67.2% 72.7% 72.6% 68.6% 68.0% 66.9% 67.2% 65.0%

全種目 59.4% 61.6% 59.9% 55.2% 53.4% 64.5% 62.7% 65.5% 65.4%
全種目 (自賠責以外) 58.0% 60.2% 58.3% 56.7% 54.4% 64.5% 60.3% 63.1% 63.1%

正味事業費率 38.8% 37.5% 37.4% 35.4% 35.5% 34.4% 35.7% 35.5% 34.9%

社費総額 180,282 170,892 169,798 169,020 173,607 167,206 170,873 169,212 165,947
注) 合併前の数値は日本火災・興亜火災・太陽火災の合算値。
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主要指標推移 (2)
■本体 百万円

2000/3 2001/3 2002/3 2003/3 2004/3 2005/3 2006/3 2007/3 2008/3

収支残高 (全種目・自賠責以外) 20,271 13,017 24,456 33,954 41,318 △ 12,737 5,724 △ 8,538 △ 5,439

残率 3.2% 2.1% 3.9% 5.4% 6.7% △ 2.1% 1.0% △ 1.4% △ 0.9%

収支残高 (全種目) 12,618 5,740 17,856 68,014 80,837 8,077 11,230 △ 6,542 △ 2,268

残率 1.8% 0.8% 2.6% 9.4% 11.1% 1.1% 1.6% △ 0.9% △ 0.3%

保険引受利益 18,805 17,075 14,767 8,378 11,744 △ 35,962 1,108 △ 35,747 △ 14,042

利息及び配当金収入 76,746 63,003 56,432 49,523 47,118 47,462 51,279 56,693 53,009

一般利息及び配当金収入 24,681 20,237 18,792 16,560 15,626 17,456 23,041 29,286 26,523

経常損益 48,564 47,652 △ 29,656 △ 36,721 45,797 22,534 26,798 24,538 16,769

当期損益 11,897 13,997 △ 19,062 △ 28,637 15,885 14,559 13,273 13,425 7,877

■日本興亜生命

保有契約高 (億円)…個人保険・年金 15,627 19,006 21,123 24,529 26,627 29,148 32,664 36,481 38,472

経常損益 △ 346 717 133 2,818 1,263 896 1,104 1,413 1,275

当期損益 △ 552 87 △ 4,040 1,340 25 189 63 31 ---

■そんぽ２４

正味収入保険料 --- 0 1,083 3,562 5,962 6,383 6,644 7,090 7,458

経常損益 △ 53 △ 1,463 △ 4,545 △ 3,940 △ 3,701 △ 3,183 △ 3,384 △ 2,944 △ 3,360

当期損益 △ 53 △ 1,467 △ 4,556 △ 3,951 △ 3,715 △ 3,199 △ 3,400 △ 2,958 △ 3,394

■連結

当期損益 11,835 14,409 △ 22,722 △ 25,890 19,319 13,467 10,670 15,872 8,991
注) 合併前の数値は日本火災・興亜火災・太陽火災の合算値。

     そんぽ２４は２００４年度下期より連結。
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台数増減率

ノンフリート

フリート

自動車保険 増減内訳 単価増減率保険料構成比

83 %

17 %

合 計 100 %

販売チャネル別成績

△ 0.6 % △ 1.3 %

＋ 4.5 % △ 1.6 %

＋ 0.3 % △ 1.4 %

上段：金額 （百万円）
■チャネル別営業成績 (除く積立型) 下段： 増　　減　　率

2008年3月末 火災 海上 傷害 自動車 自賠責 運送 その他 合計

店数
(人数)

長期
火災

構成比

金融機関 722 23,497 11,948 402 3,894 9,393 526 397 5,826 43,935 6.4%

△ 16.3% △ 24.3% △ 6.6% △ 4.3% △ 2.4% △ 4.8% + 7.2% △ 1.5% △ 10.4%

生保販売提携 2 3,197 902 --- 5,390 17,732 75 13 826 27,234 3.9%

+ 0.3% △ 4.6% △ 100.0% △ 8.3% △ 2.1% △ 17.5% + 16.8% + 1.7% △ 3.1%

企業・物流 2,893 33,226 3,287 13,933 18,695 56,482 11,141 9,769 33,877 177,124 25.6%

+ 4.4% △ 9.8% △ 0.7% △ 7.1% △ 1.4% △ 2.0% △ 1.4% + 1.9% △ 0.4%

カー・ディーラー、整備 15,811 2,903 591 128 1,788 81,750 77,593 223 1,943 166,328 24.1%

工場他 自動車関連 △ 4.6% △ 12.0% + 4.9% △ 8.6% △ 0.4% △ 0.0% + 2.2% + 0.6% △ 0.3%

一般代理店 他 13,010 46,413 11,859 4,487 18,771 164,894 12,600 2,400 27,111 276,677 40.0%

△ 8.3% △ 10.4% + 1.1% △ 6.8% △ 1.6% △ 3.8% + 6.3% + 2.2% △ 2.8%

うち中核代理店 2,334 24,796 5,769 355 10,914 111,213 6,764 1,020 14,066 169,129 24.5%

△ 4.1% △ 6.2% + 4.9% △ 6.5% △ 1.7% △ 3.5% + 4.3% + 2.0% △ 2.1%

合計 32,012 109,237 28,586 18,950 48,539 330,252 101,935 12,803 69,582 691,298 100.0%

△ 6.4% △ 16.6% △ 0.4% △ 7.0% △ 1.3% △ 0.7% + 0.3% + 1.7% △ 2.1%
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運用資産内訳
(時価ベース、百万円)

積立勘定 一般勘定 合計

純投資 その他 構成比

有価証券 782,389 612,975 884,316 1,497,291 2,279,681 80.9%

国内株式 --- 6,447 851,992 858,440 858,440 30.5%

円貨証券 758,309 403,372 19,593 422,965 1,181,275 41.9%

( 債 券 ) (747,509) (344,451) (1,582) (346,034) (1,093,544) (38.8%)

( そ の 他 ) (10,800) (58,920) (18,011) (76,931) (87,731) (3.1%)

外国証券 (外貨建) 24,079 203,155 12,730 215,885 239,965 8.5%

( 債 券 ) (24,079) (171,515) --- (171,515) (195,595) (6.9%)

( そ の 他 ) --- (31,639) (12,730) (44,370) (44,370) (1.6%)

買入金銭債権 20,189 3,794 --- 3,794 23,983 0.9%

金銭の信託 --- 45,524 50 45,574 45,574 1.6%

貸付金 152,912 --- 61,925 61,925 214,837 7.6%

預貯金 4,923 11,243 68,079 79,323 84,247 3.0%

コールローン・買現先勘定 15,997 36,000 --- 36,000 51,997 1.8%

不動産 (土地・建物) --- --- 118,662 118,662 118,662 4.2%

運用資産 合計 976,412 709,537 1,133,034 1,842,572 2,818,984 100.0%

対前年度末増減 △ 83,022 △ 19,217 △ 318,988 △ 338,205 △ 421,228

2008年3月末
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業種別保有資産の状況
■業種別保有株式の状況 千株、百万円 ■業種別貸付金の状況 百万円

2008年3月末 株数 時価 2008年3月末

構成比 構成比

金融保険業 269,075 238,071 27.7% 金融・保険業 83,368 38.8%

化学 87,755 155,101 18.1% 不動産業 10,628 4.9%

電気機器 84,683 77,544 9.0% サービス業等 7,780 3.6%

商業 89,392 73,706 8.6% 卸・小売業 3,967 1.8%

輸送用機器 75,030 61,414 7.2% 製造業 2,832 1.3%

陸運業 96,748 53,986 6.3% 電気・ガス・水道・熱供給業 1,109 0.5%

機械 38,983 48,832 5.7% 建設業 1,093 0.5%

食料品 49,653 40,123 4.7% 運輸業 1,582 0.7%

鉄鋼 48,654 15,677 1.8% 情報通信業 --- ---

電気・ガス 4,918 11,797 1.4% 農林・水産業 --- 0.0%

その他 135,872 82,185 9.6% その他 95,103 44.3%

合計 980,766 858,440 100.0% うち個人住宅・消費者ローン 42,827 19.9%

小計 207,467 96.6%

公共団体 29 0.0%

公社・公団 523 0.2%

約款貸付 6,818 3.2%

合計 214,837 100.0%

注)化学は医薬品を含む。また卸売業および小売業は商業として、銀行業、
    保険業およびその他金融業は金融・保険業として記載している。

注)サービス業等には、飲食店・宿泊業、医療・福祉、教育・学習支援業、
    複合サービス事業およびサービス業（他に分類されないもの）を含む。
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株式関連データ
持株比率状況

2008年3月末
発行済株式総数

(含む自己名義株式)：
816,743千株

大株主 ① ステートストリートバンクアンドトラストカンパニー 19.4%

③ 日本通運株式会社 4.4%

⑤ ジェーピーモルガンチェースバンク３８００５５ 3.1%

② 自己株式 6.7%

⑧ 株式会社千葉銀行 2.1%

④ 株式会社常陽銀行 3.1%

⑦ 太陽生命保険株式会社 2.2%

⑩ 株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 2.1%

(2008年3月末現在)

⑥ メロンバンクエヌエートリーティークライアントオムニバス 2.8%

⑨ 日本ﾄﾗｽﾃｨ･ｻｰﾋﾞｽ信託銀行株式会社(信託口) 2.1%

30.7% 11.8% 14.0% 43.2% 0.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

'03/3

'04/3

'05/3

'06/3

'07/3

'08/3

金融機関 その他法人 個人他 外国法人等 その他

2000年01月 : 1,000万株
2000年04月 : 1,000万株
2001年11月～02年02月 : 1,000万株
2003年02月 : 1,000万株
2004年01月～04年03月 : 1,000万株

2008年3月末時点で
累計 11,096万株を取得
うち 5,700万株を消却済み

2004年12月～05年1月 : 1,000万株
2005年10月～06年2月 : 1,000万株
2006年12月 : 696万株
2007年07月 : 3,400万株

注：個人他には自己株式を含む。
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（参考）証券化商品等への投資状況
１．ＣＤＯ（債務担保証券） ３．ＣＤＳ（クレジット・デフォルト・スワップ）

百万円 百万円

時価 含み損益 評価損 想定元本 時価 評価損益
ＣＤＯ 16,028 △ 2,066 △ 3,971 ＣＤＳ 13,000 △ 26 △ 26

格付があるもの 10,289 △ 1,313 △ 2,896 （注） 企業単一のクレジットを参照するクレジット・リンク債

格付がないもの 5,738 △ 752 △ 1,075

（注） １．ＣＤＯの格付別内訳：、ＡＡＡ45％、ＡＡ36％、Ａ16％、ＢＢＢ3％

２．ＣＤＯの担保種類：コーポレートを裏付け資産82% ４．その他の関連投資
３．ＣＤＯの地域別内訳：国内39％、海外61％ 保有なし。
４．ＣＤＯについては、ヘッジ取引を含むものはない。

２．ＣＭＢＳ（商業用不動産担保証券） ５．1～４のうち、サブプライムローン関連の投資
百万円 百万円

時価 含み損益 評価損 時価 含み損益 評価損
ＣＭＢＳ 21,032 △ 73 － ＣＤＯ 889 △ 111 －

国内 21,032 △ 73 － （注） 格付はＡＡＡ、サブプライム関連クレジット組入比率：7％

海外 － － －

2008年3月末 2008年3月末

2008年3月末 2008年3月末
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本件に関するご照会先

日本興亜損害保険 経営企画部 ＩＲ担当

03-3593-5418/5419

yoko.hirao@nipponkoa.co.jp/eiji2.kaneko@nipponkoa.co.jp 

本資料には、将来に関する記述が含まれておりますが、こうした

記述は、リスクと不確実性を内包するものであります。

将来の業績、経営方針・戦略等は、環境の変化に伴い、変化・

変動し得ることにご留意下さい。

http://www.nipponkoa.co.jp/


